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＜期待する効果＞ 
 公共交通の維持・活性化 
 環境都市「豊岡」への貢献 
 市の経費縮減 
 職員の健康増進及び安全確保 

マイカー通勤からの自主的転換 

e通勤プロジェクト 

市職員の公共交通通勤の推進 
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６ 

1,582 

156 

1,562 

公共交通による通勤者数 

（Ｈ21.3.1とH22.12.1を比較） 

マイカーによる通勤者数 

 1,256人  1,074人 
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地域で支え合う公共交通 

市民説明会での厳しい声 
 市職員は公共交通で通勤しているのか 
 過疎化の進む地域だけでは支えきれない 

⇒市職員の心意気を示そう!! 

路線バス廃止の代替策 

市営バス「イナカ－」の運行 



 e通勤プロジェクトの推進方策 

 通勤・通学定期所持者のコバス無料化 

  「コバスエクスプレス」の運行 

 JR、KTR通勤ダイヤの改善 

 全但バスの運行ダイヤ等の改善 

 パーク＆ライド駐車場の確保 

 通勤プランの作成 

 時差出勤制度の導入 

 市長のリーダーシップ 

 民間事業所の助成制度の創設 
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 e通勤プロジェクト街頭キャンペーン 


